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　第1四半期では主要顧客の生産調整の影響を受けましたが、第2四半期は
回復基調で推移しました。円安効果と原材料コスト増を売価に転嫁した結果、
シートベルト関連、エアバッグ関連、内装品関連とも増収・増益となりました。

　株主のみなさまには格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
　当第2四半期連結累計期間における事業環境は、自動車業界においては第
2四半期に入り生産台数が回復したものの、本格回復には時間を要するもの
と思われ、機能製品事業に関連する業界においても、コストアップによる官
需・民需の減少が見られました。このような情勢のなかで当社グループは、
中期経営計画を達成すべく全社戦略である「新たな成長軌道への挑戦」と

「体質改善の実行」に取り組んでまいりました。
　以上の結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は29,087百万円と、前
年同期比4,905百万円の大幅な増収となりました。損益面におきましても、
営業損益は大きく改善し、444百万円の利益を計上しました（前年同期は
1,019百万円の営業損失）。また、経常利益は1,169百万円（前年同期は
652百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,036百万
円（前年同期は646百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となり、
前年同期に比べ大幅に改善しました。

取締役社長  鷲 根  成 行
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　パルテム関連は、ライフライン（下水道・上水道・ガス等）の管路更生分野
で前年度からの繰越工事が順調に進捗し、売上・利益ともに大幅に増加しました。
　防災関連は、防災関連資機材は順調に推移したものの、消防用ホース、災
害対策用排水ホースは想定を下回り、売上・利益ともに減少しました。
　産業資材関連は、物流省力化分野がトラックの大幅減産の影響を受け低迷
し、売上・利益ともに減少しました。

機能製品事業

自動車安全部品事業

　当社グループは、中期経営計画にて掲げた全社戦略を実行し、プライム市
場上場維持基準クリアを目標としており、以下の取組みを行ってまいります。
　「新たな成長軌道への挑戦」として成長市場である自動車分野での豊田合
成株式会社との協業の深化を図ります。パルテム関連においては下水道分野
の管路更生市場拡大への対応、防災関連では大口径システム・防災関連資機
材の拡販活動に取り組んでまいります。
　また、「体質改善の実行」としてROICを導入し、投下資本の効率化に努め
るとともに、創業150周年に向けた「新」Ashimori Vision2028に沿っ
て意識・風土改革の実行と人材育成にも努めてまいります。
　株主のみなさまにおかれましては、今後とも変わらぬご支援を賜りますよ
う心からお願い申しあげます。

　2022年12月

今後の取組みについて

株主のみなさまへ
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第123期通期の見通し
　第123期の業績見通しにつきましては、売上高57,000百万円、営
業利益1,300百万円、経常利益1,250百万円、親会社株主に帰属する
当期純利益1,000百万円としております。2022年5月に公表いたし
ました中期経営計画につきましては、現在のところ、計画どおり進捗
しております。
　なお、当期の中間配当につきましては、当初の予定どおり見送りと
させていただきます。

TOPICS～「統合レポート2022」発行に関するお知らせ
　このたび、当社グループとして初の「統合レポート2022」を発行
いたしましたのでお知らせいたします。

　本統合レポートでは、投資家のみなさまが特に必要とされる情報を
抽出し、トップメッセージ、当社グループの経営方針、成長戦略、価
値創造プロセス、サステナビリティに関する取組みなどを整理し、財
務情報と非財務情報の両開示の充実を図ることで、当社グループの全
体像をお伝えすることに注力いたしました。
　今後も、当社グループについてご理解を深めていただけるよう、開
示内容の充実を図るとともに、さらなる企業価値の向上に努めてまい
ります。

　芦森工業株式会社「統合レポート2022」は以下の当社ホームページ
にてご覧いただけます。
　https://www.ashimori.co.jp

以　　上



本　社：大阪府摂津市千里丘7丁目11番61号
https://www.ashimori.co.jp

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年間とします。
定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催いたします。
配当金受領株主 期末配当金の基準日　　3月31日
確 定 日 中間配当金の基準日　　9月30日
基 準 日 定時株主総会の議決権の基準日は、毎年3月31日とします。

その他必要のある場合は、取締役会の決議により、あらかじ
め公告し、基準日を定めます。

公 告 方 法 電子公告により行います。ただし、やむを得ない事由により
電子公告による公告を行うことができない場合は、日本経済
新聞に掲載いたします。
※ 公告掲載の当社インターネットホームページアドレス 

https://www.ashimori.co.jp
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 大阪市中央区伏見町3丁目6番3号（〒541-8502）
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話（通話料無料）0120-094-777

株 式 上 場 市 場 東京証券取引所　プライム市場
（ご注意）
1． 株主さまの住所変更、単元未満株式の買取・買増請求その他各種お手続きにつきましては、

原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ
信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が
口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）
にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行本支店でもお取り次ぎいたします。

3．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株主メモ

会社の概要（2022年9月30日現在）

社 名 芦森工業株式会社
設 立 1935年12月27日
資 本 金 8,388,681,265円

株式の状況（2022年9月30日現在）

発行可能株式総数 22,000,000株
発行済株式の総数 6,056,939株
株主数 5,376名




